
◆ 手術前・手術後の口腔内ケアを行い、感染リスクを減らしましょう。◆

細菌の侵入

■　　　手術前、手術後の口腔内管理が大切 ■　　　対象患者の適応拡大　　！　！

　　　　皆さん、こんにちは   ！　　　　　いかがお過ごしですか？
津谷歯科医院、院長の津谷　良です。
    　前号では、今年4月に介護保険の口腔衛生管理の対象が拡大された
ことについてご紹介しました。　　　　実は医療保険についても今年4月に、
手術前後における口腔管理の対象が大幅に拡大されました。手術後
は身体の免疫力が下がり抵抗力が低下するため、肺炎をはじめ、口腔
内細菌が原因となる合併症のリスクが高くなります。そこで合併症
を防ぐために、平成24年から悪性腫瘍等の手術を行う方への口腔ケ
アが保険対象となりました。　　口腔内の感染源の除去による予防効果
は非常に高く、全体の７割にのぼる医療機関が術後の感染予防に寄
与できたと回答しています。　そこで今月は、『　手術前後等の口腔管理
の対象拡大　！　　』　　についてご紹介したいと思います。

全身麻酔を伴う手術の場合、

患者さんの呼吸をサポート

するため、口から肺の近く

までチューブを挿入します。

その際、挿入したチューブに

よって気管や肺の中へ口腔

内細菌が大量に侵入して

肺炎等の合併症に感染するリスクが高くなります。

その他にもぐらぐらしている動揺歯があると、挿入

の際に脱落し気管内に入って大変なことになりま

す。そのため術前に口腔ケアで感染源となる口腔内

細菌の除去や抜歯、マウスガードの作成といった応

急的な歯科治療を行います。これを周術期等口腔機

能 管 理 （ し ゅ う じ ゅ つ き と う こ う く う き の う か ん

り）といいます。　　「周術期」　とは　　「手術を中心に入院

前から術後、および退院後の期間」　という意味です。　

　現在では多くの医療機関で行われるようになり、医

科と歯科で連携を取りながら口腔管理を行うケー

スが増えています。

これまでは、　「全身麻酔下で実施される悪性腫瘍等

の手術、臓器移植手術、心臓血管手術、骨髄移植手術」

のみが対象でした。しかし周術期の口腔管理は合併

症を予防し回復を促すことでＱＯＬも向上するこ

とから、今年4月に対象が拡大され、「口腔内衛生

状態が不良である患者や低栄養の患者、　　肺炎等の

術後合併症のリスクが高いと考えられる患者に対

して実施される手術」において保険が適応される

ことになりました。　つまり手術の種類等に制限さ

れることなく、医師又は歯科医師の判断で積極的に

周術期の口腔管理を実施できるようになりました。

　　また手術以外でも放射線治療やがん化学療法を受

ける方も保険の対象となります。これらの治療では、

口内炎、口腔乾燥、体力の低下によるむし歯や歯周

病の悪化等が起こることがあり、口腔管理を行うこ

とが大変重要です。要介護の方の周術期等の合併症

等を未然に防ぐためにも、私たち医療関係者は介護

職の皆さまとしっかり連携して口腔内環境の健全

化を進めたいと思います。

口腔ケア新聞の発行にあたって
　　　　　　ここ数年、外来患者さんやそのご家族から訪問診療のお問
い合わせやご依頼を受けるケースがとても増えてきました。
小さなご病気されてしまったことがキッカケで、寝たきりに
なってしまわれたりして。「いつもお元気でいいですね」って
話をしていたのに・・・。そんなことが続いたので、これは本格
的に訪問診療に取り組まなければいけないかなって、強く思
うようになりました。
　　　　　　そこで取り組みの一環として、要介護者の歯と口に
関する情報を地域の介護に携わっている方にお届けし
ようと考え、口腔ケア新聞を毎月１回発行しています。
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